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第２回 有機農業の推進に向けた意見交換会 事前意見  

  
〇有限会社山口農園 山口 貴義氏 （奈良県宇陀市、施設野菜等） 

 

〇有機農業の作業支援 
全国の多くが中山間地ですが、そうした農業不利地の生き残り手段として付加価値のある有機農業

があると思います。しかし有機農業は除草剤を使用しないために慣行農業と比べると急斜面などの

草刈りはかなりの労力と作業時間がかかります。なので、そういった「有機農業における中山間地」

に対して維持する為の支援もお願いしたいです。お金だけでなく中間管理機構で貸し借りをすれば

借り手に丸投げではなくて地域一体となって取組むことの働きかけなども国や行政などからあれ

ば良いと思います。そうすれば地域とのコミュニティや理解も深まると思います。 
 
〇有機農業生産者の所得補填 
有機野菜は環境保全になると言えども殺虫剤や化学肥料を一切使用しないため病虫害のリスクや

天候による生育不良などのリスクが大きく生産量が安定しません。また上記に述べたように労働力

が半端なく必要なので毎日が現場作業に追われてしまいます。なので例えばエガリム法のように原

価コストを認定して条件による所得補償や、人材派遣や燃料代など必要経費の消費税（分の）還付

などは出来ないだろうか。 
 
〇有機 JAS 認証について 
有機農業を推進するにあたり消費者や実需者に解りやすい付加価値として有機 JAS がありますが、

毎年更新であり書類や費用面の負担が大きくメリットを見いだせないのだと思います。栽培技術の

問題だけではなくて実際それらのことも大きな原因の一つとなり有機 JAS 認証が全体の約 0.3%な

のだと思います。認証を取れば多くのメリットがあれば JAS 認証は増えて結果的に有機圃場面積が

増えると思います。例えば有機 JAS 認証を取れば補助金の申請などの際に大幅に提出書類が免除に

なるとか。 
 
〇水田活用の取組について 
水稲にこだわるのではなく一番大事なのは農地を荒らさずに守る事ではないでしょうか。弊社はほ

とんどがリタイヤされた農家さんから水田の管理依頼を受け、ビニールハウス施設を立てて野菜を

栽培しています。そもそもお米を作る農家や担い手が居ないのです。 
そういう意味で「水田活用」ではなく「農地活用」として有機農業には加算支援をすればより良い

と思います。 
 
〇物流や販売・加工作業などの支援 
学校給食など地産地消も大事ですが収入を増やしたり産地化を進める為には首都圏や都市部さら

に海外への販売が必須だと思います。 
その為にも物流コストや販売支援があったり、袋詰めなどをする JAS 認証加工調整場が県などの自

治体に一つでもあれば有機農業者は栽培に集中できると思います。 
そうした有機農業に特化した支援があっても良いと思います。 
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